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研究成果の概要（和文）：本研究では，バリアフリー化に向けた情報支援の取組みを緊急事態管理と捉え，災害
管理サイクルや状況把握(Situation Awareness)の観点から，必要な情報支援内容を示すとともに，車いす使用
者や介助者等のユーザが安心して外出できるための情報支援環境の構築を目指した．そのために，車いす使用の
当事者や介助者対象の半構造化インタビュー調査および自由記述形式質問紙調査の質的調査と車いす利用におけ
る不安の要因に関わる量的調査を実施した．質的調査では，車いす利用における安全性やプライバシーの課題が
判明し,バリアフリー化情報支援においても災害管理同様に緊急事態対応が必要であることが判明した．

研究成果の概要（英文）：In this research we tried and investigated what support for wheelchair users
 would be required for accessibility in terms of disaster management and situation awareness. We 
applied the disaster management cycle to identify the necessary information and support for the 
wheelchair users and their supporters to feel safe and comfortable. We started with a 
semi-structured interview of wheelchair users, and then conducted a questionnaire survey with 
open-ended questions to wheelchair users as well as their supporters. Finally, we conducted a 
quantitative survey based on the results from those two qualitative surveys. We found the safety and
 privacy issues to be dealt with so that emergency response is required as disaster management.

研究分野： 情報科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
バリアフリー化に向けた情報支援について，当初は情報支援提供側者の視点で遂行していた．その後，障害学の
スローガンである「Nothing about us without us.(当事者抜きに決めない)」という観点から，当事者や介助者
等を対象とした質的調査や当事者との意見交換を実施し，必要とされる情報支援の内容を明らかにした．量的調
査は現在分析中であるが，車いすを利用する上での不安要因を当事者や介助者の視点から明らかにし，ユニバー
サルデザインやインクルーシブデザインの観点から，運用も含め，今後の情報支援に活かしたい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
昨今，大学施設においても求められるバリアフリー化については，車椅子利用者のためのスロー
プ等，様々な障がいに応じた物理的な設備の提供や人的支援の他，ウェブアクセシビリティやデ
ジタルデバイド及びデジタル公平性等にみられるように，情報へのアクセスにおけるユーザイ
ンタフェース支援の観点から論じられている． 
一方，東日本大震災を契機に研究代表者が始めた災害情報処理の研究を進める中で，災害支援の
ための情報システムが，バリアフリー化情報支援のためにも有用であることが判明した．具体的
には，定点カメラによる見守りシステムやオープンストリートマップ(OpenStreetMap:OSM)を利
用した情報提供である．このことから，バリアフリー化に向けた情報支援の取組みを緊急事態管
理と捉え，従来の PDCA ではなく，災害管理サイクルを適用し，各段階で必要な情報支援内容を
示すとともに，災害情報支援技術の適用およびユーザが安心して利用できる情報環境の構築を
目指すこととした． 
 
２．研究の目的 
本研究では，バリアフリー化に向けた情報支援の取組みを緊急事態管理と捉え，災害管理サイク
ルを適用し，各段階で必要な情報支援内容を示すとともに，災害情報支援技術の適用およびユー
ザが安心して利用できる情報環境の構築を目指す．具体的には，以下を目的とする． 

(1) バリアフリー化の情報支援における管理サイクルを構築 
(2) バリアフリー化におけるユーザの安心感および必要な情報支援の調査 
(3) 災害情報支援に利用される技術や他の情報共有技術をバリアフリー情報支援へ応用 

目的 1 では，災害管理サイクルを応用したバリアフリー化管理サイクルを考案し，各段階で必要
な支援内容を定義する． 
目的 2 では，バリアフリー化についての安心感の調査を行い，障がい者が安心して利用できるた
めの情報支援方法を考えて行く． 
目的 3 では，目的 2で構築した安心モデルを情報支援や情報共有の技術に適用し，安心してユー
ザが行動できるための情報支援を行う． 
 
３．研究の方法 
目的 1 では，災害管理サイクルを応用したバリアフリー化管理サイクルを考案し，各段階で必要
な支援内容を定義する．  
  目的 2 では，これまで研究していた情報セキュリティの安心感についての手法に基づいて，バ
リアフリー化についての安心感の質問紙を利用した量的調査を行い，統計分析を実施し，障がい
者が安心して利用できるための情報支援方法を考えて行く． 
目的 3 では，先行研究で行った災害情報支援技術のバリアフリー化情報支援への応用をさら

に進める．2で構築した安心モデルをこれらの情報支援や情報共有の技術に適用し，安心してユ
ーザが行動できるための情報支援を行う．  
 
４．研究成果 
(1) 目的 1については，当初，災害管理サイクルからのバリアフリー化情報支援について検討し

ていたが，管理サイクルの各段階で，新たに状況把握(Situation Awareness)の研究領域の
知見を生かせる可能性を見つけた．状況把握[1]は，元々，軍用航空機操縦から発展してき
た人間工学(Ergonomics)の研究分野である．狭義の状況の把握だけではなく，得られた情報
内容の理解や近い将来のリスク予測可能性を網羅しており，ユーザ(障がい者，介助者等)の
安心感の調査にも応用した． 

(2) 目的 2 では，当事者等の協力を得，障害学の観点からの研究遂行を実施することができた．
本研究は，当初，情報支援提供者の視点で遂行していた．障害学分野の関連研究調査[2]か
ら，障害学のスローガンである「Nothing about us without us.(当事者抜きに決めない.)」
から当事者の視点が重要であることを認識した．この観点から，当事者や介助者を対象に表
1に示す通り，3種類の調査(①半構造化インタビュー調査，②自由記述形式質問紙調査，③
量的調査)を，津田塾大学倫理審査の承認を得て実施した.  
先ず，当事者である車いす使用者 2 名への半構造化インタビューによる聞取り調査を実施
し，その結果と当事者との意見交換に基づいて作成した質問紙を用いて, 102 名の当事者お
よび介助者等を対象に自由記述形式質問紙調査を実施した．表 2に，インタビュー調査と自
由記述形式の質問紙調査から判明したカテゴリを示す.  これらの 2つの質的調査の結果か
ら，車いすを利用した外出において車いすの前輪が踏切の溝に入ることや転倒等の安全性の
問題や他者からの注目に対する恥ずかしさ等のプライバシーの課題が判明した．さらに，外
出時の物理環境として休憩できる場所や空間が必要なことが判明した．  
これらの 2つの調査では，先行研究で構築してたバリアフリーマップと同等な機能を持つ架



空組織のバリアフリーマップを提示し，意見を求めた．その結果，トイレ，スロープ，エレ
ベータ等の写真を含む情報提供や経路探索機能は肯定されたものの，走行路の詳細状況およ
び一組織のマップのみならず，外出の出発点から目的地までのアクセシビリティ情報提供に
おける網羅性が必要なことが判明した． 
インタビューや自由記述形式質問紙調査の質的調査の結果および当事者の意見交換の上，車
いすを利用する際の不安要素を抽出するための質問紙を作成し，車いす使用者(100 名)・使
用経験者(100 名)および介助者(121 名)・介助経験者(92 名)を対象に量的質問紙調査を実施
した．質問紙は，以下の 2種類用意した： 

① 車いす使用者および使用経験者対象(52 問) 
② 介助者および介助経験者対象(53 問) 

現在，調査結果を分析中である． 

表 1：本研究に関わる車いす利用についての調査 

 

表 2 インタビュー調査と自由記述調査により判明した懸念事項のカテゴリ 

大カテゴリ 小カテゴリ 

車いす使用者の多様な状況  

走行環境 走行環境の安全性, 勾配や通路の幅等, 通行状況 

車いす 車いす操作, 車いす維持管理, 乗り心地・押し心地 

物理的アクセス 上下の位置 

目的地や経路上の施設機能 駐車場, エレベータ 

移動手段 公共交通機関, 自家用車・タクシー等 

トイレ利用  

介助  

社会の中での心理的負担 諦めることや不満, 他者への気遣い, 恥ずかしさ 

天候  

その他 自宅内のリスク対応 

 
(3) 研究目的 3 の先行研究で行った災害情報支援技術のバリアフリー化情報支援への応用とし

て，以前構築していたバリアフリーマップの更新を想定していた．質的調査により当該マッ
プへのフィードバックは得られた一方，質的調査や関連研究調査の結果，先述の通り，出発
地から目的地までを網羅する情報が必要であることに加え，ユニバーサルデザイン[3]やイ
ンクルーシブデザイン[4]の観点から，情報提供のみならず，持続可能な運用を含めた枠組
み等の検討が必要とされていることが判明した．今後の展開として，この枠組みの中で，関
係者の意思疎通を諮る手段としてのバリアフリーマップを考えていくこととしている． 

(4) 当事者や介助者のプライバシーの課題の他，組織の情報開示におけるプライバシーの課題が
判明した．質的調査において提示するバリアフリーマップ事例は，当初，先行研究で作成し
たマップを利用する計画であったが，公式マップではないため開示できず，同等の機能を持
つ架空の組織のマップを作成し，使用した．これは状況把握において，当事者や情報提供組
織等の関係者が共通状況認識(Common Operational Picture)[5]を持つ際の課題となる．障
がいを持つ人への支援では，合理的配慮が求められるが，提供する側と提供される当事者な
どの関係者間での一方的ではなく相互の意思疎通が必要となる．これをインクルーシブ支援
における状況把握のためのコミュニケーションと捉え，今後の課題とした． 

(5) 法学，環境心理学，社会学，看護学等の研究領域の関連研究調査により，プライバシーは明
確なひとつの定義があるわけではなく学際的な研究課題であることを認識した．質的調査結

No. 調査の種類 調査対象 人数 実施年度 

1 半構造化インタビュー調査 車いす使用者 2 2022 

2 自由記述形式質問紙調査 
車いす使用者,使用経験者, 

介助者,介助経験者 

102 
2022 

3 量的調査：質問紙調査 
車いす使用者,使用経験者   200 

2023 
介助者,介助経験者 213 



果に基づき，車いす利用の際の使用者や介助者のプライバシー感について考察し，2024 年 3
月に発表した情報処理学会 第 104 回コンピュータセキュリティ研究発表会で優秀研究賞を
受賞した． 
プライバシーについては，法学分野の Alan Westin[6]の考え方が，他分野でも広く参照され
ている．今後の展開として，当事者や介助者のプライバシーについては，物理的環境の観点
から考えられている環境心理学の知見が有用であり，プライバシーモデルも研究されている
ので，当該分野の調査をさらに進めたい．環境心理学は，1960 年代の環境問題の解決のため
に生まれ，1970 年頃に米国や英国で研究領域として成立し，「一般的定義は，自然と人工の
環境と人間行動の相互関係の研究」とされ，Irwin Altman[7]がプライバシーモデルを提唱
している．さらに，プライバシーについては，社会学のゴフマン(Erving Goffman)によるス
ティグマ[8]の考え方が有用と思われる．以上の学際的な観点から，今後の展開として，量
的調査の結果に基づく車いす利用における不安要因とともに，障がいのある人や介助者の支
援におけるプライバシーモデルを構築し，車いす利用のための情報支援の枠組みを考えて参
りたい． 
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